
前回までのあらすじ 

• 独自のモデル式を用い、コストから考えた林内路網の最適密度
は約25m/haと求められた 
 
 

①伐採費(円/m³)＝h+ax/2+i+by/2 

②林道の年間費(円/ｍ³)＝rb/2vab 

施業費:h+ax/2+i+by/2+r/2va  



大きな見逃し・・・ 

林内路網は公道との密接な関係があって初めて大きな効果を発揮
する 
↓ 
前回の論文では林内路網のみの最適密度を求めていた 
 
 

 
 

http://www.yamashitagumi.net/doboku/ch
isan.html#sec-norimen 

http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/tisa
n/konku-ru-hyousyou.html 



今回の論文の目的 

①林内路網と公道の関係は木材市場との距離によって変わるの
ではないか 
②地域の発展のためには公道を含めた路網は最低どの程度必要
か 
 
地域発展に最低限必要な路網密度 
   ＝ Development  Road  Density の解明！ 
 

 
 



道路の密度に影響する因子 

・人口の分布 
・自治体の収入の多寡 
・使用できる重機台数 
これらは中心（市街地）から遠ざかるほど小さくなる 
↓ 
林業の場合： 中心は木材市場 
 

 
 



実験フィールド 

中心：栃木県今市市 
国道121号線と県道が主な道 

 
 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=yfEYOVFH&id=3CE1CCE9B58729EA9B370B59FD2858
086AE81280&thid=OIP.yfEYOVFHfPpuo_3V3woiEgHaE0&mediaurl=http%3a%2f%2fwww.doboku.shimotsuke.net
%2fimage%2fnikkousuginamikikaidou%2fnikkousuginamikikaidou%2520004.jpg&exph=455&expw=700&q=%e6%
97%a5%e5%85%89%e8%a1%97%e9%81%93&simid=608013526077538974&selectedIndex=2&ajaxhist=0 



中心から離れると道路の密度はどうなるか 

 
 

d: 道路の密度(m/ha) 
L:   中心からの距離(km) 
 
 
 

さびれている 



道路は長さだけでは測れない 

道幅や路面状況も加味する必要 
右の基準をもとにRADを算出 
 
RAD=103L^-1.1 
 
 
 

 
 



他地域での”中心からの距離”と”道路密度”の関係 

 
 

 





地域開発に最低限必要な道路密度 

 
静岡県の山間部の公道密度＝1.5m/ha 
公道密度が2m/ha(林道含めると3m/ha)を下回るのは 
(1)=40km (2)=35km (3)=15km (4)=25km 
栃木県は25km地点で道路（公道＋林道）密度=2.4m/ha 
 
↓ 
(1966年で)地域開発には最低3m/haの道路密度が必要！ 

 
 

 



Lが増加⇒林内路網の割合が増加 

 
 

 



Lと走行費の関係 

 
 

 
Ca＝車両の走行費（円/台・km） 
L=材木市場からの距離(km) 



Lと走行台数・走行車種の関係 

 
 

 



Lと道路建設費の関係 

 
 

 

Cc=道路建設費＋維持費 



道路整備の最安値 

 
 

 

今市の場合 
α＝0.803 
β=0.897 
ｍ＝192 
ｎ＝-0.947 



まとめ 

 
地域開発に必要な最低道路密度は３m/ha 
(今市市に限って言えば)L＝20kmで道路建設費とランニングコス
トの和は最小になる 
＝林道：公道＝４：６ 
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